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遠き空 かすかな望み 見えねども 人と人との 心通わせ   

内閣府が進めている事業に「国際交流事業」があり、参加する青

年を募集しています。この事業は１９５９年から続いており、毎年

２６７名を計15カ国へ送り出しています。これまでに１万数千人

を超える若者たちを海外に送り出し、同様に海外からも受け入れて

います。この事業を進めている「青少年国際交流推進センター」の

Ｏさんは、「若い時に国際交流の機会を経験し、多様な文化や諸外

国の人にふれることが、相互理解の第一歩となる」と話していまし

た。 その派遣先に、大国の援助を受けている国があります。その

国には、まだ地雷が埋まっています。その地雷を安全に除去するた

めに、日本は金属探知機の改良を進めてきました。加えて、除去の

仕方を現地人に手取り足取り教え、地雷による被害を無くしていき

ました。その国の人曰く。「日本人は親切で、最後まで丁寧に教え

てくれる」。 公平に接して貰えたから、彼は日本に好意を持ち続

けました。彼の心に植わった信頼の種は、やがて花開くことでしょ

う。 国際交流は、国際貢献への第一歩であると私は思っています。 


